
薬事日報　薬学生新聞

　透明感のある繊細なギター、アグレッシブなベー
ス、変幻自在なドラムのサウンドにのせて、情熱的
なボーカルが歌詞を真っ直ぐに届ける――。昭和薬
科大学の卒業生４人で構成されたインディーズ薬剤
師バンド「Foot mark music」だ。３人が製薬企業、
１人がドラッグストア併設の調剤薬局で社会人と
して働いている傍ら、自ら作詞作曲を行い、都内を
中心に定期的にライブを行っている。大型ロックフ

ェスへの出演を目標に、オーディションにも挑んで
いる。バンド名は、自分たちの音色で観客に足跡
“Foot mark”を残したいとの思いに由来する。「思い
出でも感動でも、残した足跡がその人の新しい一
歩につながって、その一歩がまた新しい足跡となっ
てほしい」。その思いは、現役薬学生へのメッセー
ジにも重なる。「自分たちの姿を後輩たちに見せる
ことで、社会人になっても勇気を持って一歩踏み込

み、自由にバンド活動ができる
ということを伝えたい。『自分
達も曲を作ってみよう』という
後輩が出てくれば、また新しい
一歩が踏み出せる。足跡の交流
をしていくことが、このバンドの存在意義」と力を
込める。

（２ページへ続く）
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一歩踏み出す勇気 伝えたい
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